
                           

 

 

             学学学学    長長長長    定定定定    例例例例    記記記記    者者者者    会会会会    見見見見        要要要要    項項項項   

 

 

日  時： 平成２７年７月７日（火） １１：００～１１：４５ 

場  所： 事務局第二会議室（小白川キャンパス事務局棟４階） 

 

 

    発表事項   

１． ネパール地震災害緊急報告会を開催します 

２． ペルー共和国ナスカ市街地の近郊で新たな地上絵を発見しました 

３． 世界初 雷が落ちても壊れない複合材料の電気が流れるプラスチック開発に

成功 

４． 地域で活躍する学生サークル紹介～ラジオサークルＨＢＫ～ 

５． 君の未来をつかみとれ！山形大学オープンキャンパス2015の開催 

６． 第８回山形大学高校生朗読コンクール/群読劇の開催について 

７． 公開講座「山形の魅力再発見パート１３」を開催します 

 

  お知らせ   

１． 附属博物館 リニューアル・オープン前のお蔵出し 

２． 第30回山形紅花まつりを本学学生がサポートします 

３． 地域教育文化学部「21世紀の教育の創造－ほめる・叱るに替わる教育と子育

て－」を開催 

４． 日本科学教育学会 第39回年会（山形大会）を開催します 

５． ひらめき☆ときめきサイエンス「「有機EL」とはどんなものか、知っていま

すか？」（中学生対象） 

６． ひらめき☆ときめきサイエンス「生物の多様性を考える」（高校生対象） 

７． 山形大学農学部夏期セミナー2015 

８． 「松尾雅彦氏講演会」開催案内 

９． 夏休み 算数・数学教室開催案内 

 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日  時：平成２７年７月２１日（火）１１：００～１１：３０ 

場  所：事務局第二会議室（小白川キャンパス事務局棟４階） 



 

 

プレス発表資料プレス発表資料プレス発表資料プレス発表資料               

                                   平成 27 年 6 月 30 日                                  

山  形  大  学  

    

学長特別講演会シリーズ「山形から学長特別講演会シリーズ「山形から学長特別講演会シリーズ「山形から学長特別講演会シリーズ「山形から世界世界世界世界へ」をスタートしますへ」をスタートしますへ」をスタートしますへ」をスタートします    

 
 
 
 
 
 

【開催主旨】 

平成 28 年度からの第 3 期中期目標・中期計画期間を前に設定した山形大学の３つの使命「地「地「地「地

域創生」「次世代形成」「多文化共生」域創生」「次世代形成」「多文化共生」域創生」「次世代形成」「多文化共生」域創生」「次世代形成」「多文化共生」を国内外に発信します。学内に対しては「山形から

世界に通用する技術やプロダクト・学術研究をどんどん生み出そう。そして、山形を元気に

して地域創生につなげよう」とのコンセプトを定着させるべく、公開の学長特別講演会を継

続的に開催します。 

 

【小山清人学長【小山清人学長【小山清人学長【小山清人学長メッセージメッセージメッセージメッセージ】】】】 

山形大学では「地域創生」「次世代形成」「多文化共生」「地域創生」「次世代形成」「多文化共生」「地域創生」「次世代形成」「多文化共生」「地域創生」「次世代形成」「多文化共生」を使命とし

ております。 

 私は、この３つの使命について国内外の様々な分野で活躍されている

方と意見を交わすことによって、学内教職員はもとより、学生諸君や地

域の皆さまと一緒に将来の山形大学の姿についての共通理解を深めた

いと考えております。 

 皆さま、是非ご参加ください。 

 

【【【【モデレーターモデレーターモデレーターモデレーター：土井正己特任教授】：土井正己特任教授】：土井正己特任教授】：土井正己特任教授】 

  元トヨタ自動車株式会社（グローバルコミュニケーション室長、広報部担当部長） 

  

【方法】 

国内外の著名な講師陣による小山学長主催の特別公開講演会を継続的に（2 か月に 1 回程

度）学内で開催します。参加無料。 

 

【対象】 

  学生、教職員、高校生、一般市民 
 

 

 

（お問い合わせ） 

総務部総務課広報室 樋口 

電話：０２３－６２８－４００８ 

Mail : koho@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 

山形大学の使命「地域創生」「次世代形成」「多文化共生」「地域創生」「次世代形成」「多文化共生」「地域創生」「次世代形成」「多文化共生」「地域創生」「次世代形成」「多文化共生」を国内外に発

信するために学長特別講演会シリーズ「山形から世界へ」「山形から世界へ」「山形から世界へ」「山形から世界へ」をスタートします。 



学長特別講演会学長特別講演会学長特別講演会学長特別講演会シリーズシリーズシリーズシリーズ

「「「「山形山形山形山形からからからから世界世界世界世界へへへへ」」」」

＜プログラム＞ 司会：土井正己山形大学特任教授

16:30 開 会

16:40 開会の挨拶 山形大学長 小山清人

16:50 講 演

講 師： 本荘 修二 氏

（多摩大学大学院(MBA)客員教授・経営コンサルタント）

17:10 対 談（本荘氏、小山学長）

18:00 閉 会

■対 象：学生、高校生、一般（定員２０４名）※定員になり次第締切

■お申込み方法：

住所、氏名（ふりがな）、年齢（学生の場合は大学・学部・学科）、

電話番号、メールアドレスをご記入の上、e-mailでお申込み下さい。
送信先：koho@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 

■締 切：平成２７年７月１７日（金）１７：００

16:30~
18:00

お問い合わせ先

山形大学総務部総務課広報室 〒990-8560 山形市小白川町一丁目4-12

TEL: 023-628-4010   FAX: 023-628-4013    WEB: http://www.yamagata-u.ac.jp

会場へのアクセス・

お申込みメールアドレスは

こちらから

第１回

＜過去職歴＞
・500 Startups 等の起業家メンター
・General Atlantic LLC 日本代表
・CSK/セガグループ会⻑付
・ボストン コンサルティング グループ他

平成平成平成平成27年年年年 7月月月月31日日日日（（（（金金金金））））
会会会会 場場場場：：：：山山山山形形形形大大大大学学学学小小小小白白白白川川川川キキキキャャャャンンンンパパパパスススス

人人人人文文文文学学学学部部部部１１１１号号号号館館館館３３３３００００１１１１教教教教室室室室

ほんじょう しゅうじ



 

                                  

プ レ ス 発 表 資 料プ レ ス 発 表 資 料プ レ ス 発 表 資 料プ レ ス 発 表 資 料                 

 

                                   平 成 ２ ７ 年 ７ 月 ７ 日                 

山 形 大 学 

ネパール地震災害緊急報告会を開催します。 

４月下旬にネパールで発生した大地震の現地調査を行うため，地域教育文化学

部の八木浩司教授は５月２９日から６月２日まで現地入りしました。今回の地震

被害の様子や現地での状況について，調査団による「ネパール地震災害緊急報告

会」を開催いたします。 

 

ネパール地震災害緊急報告会ネパール地震災害緊急報告会ネパール地震災害緊急報告会ネパール地震災害緊急報告会    

「ネパール地震災害調査報告－斜面災害を中心に－」「ネパール地震災害調査報告－斜面災害を中心に－」「ネパール地震災害調査報告－斜面災害を中心に－」「ネパール地震災害調査報告－斜面災害を中心に－」    

    

日時：７月１３日（月）１６：３０～１７：３０日時：７月１３日（月）１６：３０～１７：３０日時：７月１３日（月）１６：３０～１７：３０日時：７月１３日（月）１６：３０～１７：３０    

場所：山形大学地域教育文化学部１号館１１４教室場所：山形大学地域教育文化学部１号館１１４教室場所：山形大学地域教育文化学部１号館１１４教室場所：山形大学地域教育文化学部１号館１１４教室    

（山形市小白川町１－４－１２）（山形市小白川町１－４－１２）（山形市小白川町１－４－１２）（山形市小白川町１－４－１２）    

        参加費：無料（事前登録不要）参加費：無料（事前登録不要）参加費：無料（事前登録不要）参加費：無料（事前登録不要）    

        

    今回の報告会は，今回の報告会は，今回の報告会は，今回の報告会は，八木八木八木八木    浩司浩司浩司浩司    教授・檜垣教授・檜垣教授・檜垣教授・檜垣    大助大助大助大助    弘前大学農学生命科学部教授・弘前大学農学生命科学部教授・弘前大学農学生命科学部教授・弘前大学農学生命科学部教授・    

若井若井若井若井    明彦明彦明彦明彦    群馬大学工学部教授群馬大学工学部教授群馬大学工学部教授群馬大学工学部教授    連名での報告連名での報告連名での報告連名での報告となります。となります。となります。となります。    

    

        一般の方も是非ご参加ください。一般の方も是非ご参加ください。一般の方も是非ご参加ください。一般の方も是非ご参加ください。    

 

 

 

 

（お問合せ先） 

山形大学小白川キャンパス事務部 

地域教育文化学部事務室 

TEL 023-628-4305     
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                                   平 成 2 7 年 7 月 7 日                 

山 形 大 学 

    

ペルー共和国ペルー共和国ペルー共和国ペルー共和国ナスカナスカナスカナスカ市街地の近郊市街地の近郊市街地の近郊市街地の近郊でででで新たな新たな新たな新たな地上絵を発見地上絵を発見地上絵を発見地上絵を発見しましたしましたしましたしました    

新たに24頭の動物の地上絵をナスカ市街地の近郊で発見しました。こ

れまで発見された地上絵を含めると、ナスカ近郊に41点もの動物の地

上絵が分布していることが判明しました。これらの地上絵は、ナスカ市

街地の拡大によって、破壊の危機に瀕しています。 

【概要】 

 平成26年度の現地調査でナスカ市街地（ペルー共和国イカ県ナスカ市）の近郊に

おいて、24頭の動物の地上絵を新たに発見しました。その大部分はラクダ科動物の

リャマだと考えられます。 

 これらの地上絵は、平成25年度の現地調査で発見した17頭の動物の地上絵の近く

に分布しています。そこで、合計41頭もの動物の地上絵がナスカ近郊に描かれてい

ることになります。これだけの数の地上絵が集中的に描かれている地区は他に例が

ありません。しかし、ナスカ市街地の拡大によって、これらの地上絵は破壊の危機

に瀕しています。 

今回の報告内容は、ペルー文化省の文化財担当者に現場で説明した上で、報告書

を提出しています。詳細は別紙をご覧ください。  

 

 

 

（お問合せ先）（お問合せ先）（お問合せ先）（お問合せ先）    

学術研究院学術研究院学術研究院学術研究院・教授・教授・教授・教授    

人文学部附属ナスカ研究所・副所長人文学部附属ナスカ研究所・副所長人文学部附属ナスカ研究所・副所長人文学部附属ナスカ研究所・副所長    坂井正人坂井正人坂井正人坂井正人    

電話：電話：電話：電話：023023023023----628628628628----4785478547854785    

Mail: Mail: Mail: Mail: sakai@human.kj.yamagatasakai@human.kj.yamagatasakai@human.kj.yamagatasakai@human.kj.yamagata----u.ac.jpu.ac.jpu.ac.jpu.ac.jp 



ペルー共和国ナスカ市街地の近郊で新たな地上絵を発見しました。 

 

（１）はじめに 

 平成 26 年度の現地調査でナスカ市街地（ペルー共和国イカ県ナスカ市）近郊におい

て、24 頭の動物の地上絵を新たに発見しました。このうち 5 点は、平成 25 年度の調査で

発見された動物の地上絵の付近から見つかりました。残りの 19 点は付近の山の斜面部

に、5 つのグループに分かれて描かれています。その大部分はラクダ科動物のリャマだと

考えられます。 

 平成 25 年度の現地調査で発見した 17 頭の動物の地上絵と合計すると、41 点もの地上

絵がナスカ市街地の近郊に集中的に描かれていることになります。これだけの数の地上絵

が集中的に描かれている地区は他に例がありません。 

 劣化しているため、全ての動物の地上絵の正確な形を判別することは困難です。そこで

今回の発表では、3D スキャナーおよび写真を用いた分析にもとづいて作成した地上絵の

図版を提示します。 

 今回の発表内容について、平成 26 年度中にペルー文化省の文化財担当官に対して現地

説明を行い、報告書を提出しました。 

 

（２）5 つのグループの地上絵 

 第 1 グループには 7 点の動物の地上絵があります。最も大きい地上絵は全長約 10 メー

トルです。このグループの地上絵は、今回発見した地上絵の中で最も西側に分布します。 

 第 2 グループは、第 1 グループのすぐ北東に分布しています。全長 5～10 メートル程度

の大きさの動物の地上絵が 2 点確認できました。 

 第 3 グループは、第 2 グループのすぐ南東に分布しています。このグループに含まれる

のは、全長約 5 メートルの動物の地上絵 1 点のみです。 

 第 4 グループは、第 2 グループと第 3 グループの北東に分布しています。全長約 10 メ

ートル以下の大きさの地上絵が山の斜面に 6 点描かれています。 

 第 5 グループは、第 4 グループの南東に分布し、今回発見した地上絵の中で最も東側に

分布します。ここには 3 つの動物の地上絵があります。その中で最も大きい地上絵は全長

約 20 メートルです。 

 

 



（３）制作時期 

 今回発見した地上絵は、パラカス後期（紀元前 400～紀元前 200 年頃）に制作されたと

考えられます。平成 25 年度に発見した 17 頭の動物の地上絵も、同じ時期のものです。こ

れらの地上絵は、有名なハチドリやサルの地上絵以前に制作されました。 

 ハチドリの地上絵は、動物の外形に沿って小石を線状に除去して制作されているため、

白い線で描いたように見えます。一方、今回の地上絵は、動物の外形とその内側の小石

を、面状に除去して制作されています。これはパラカス後期の地上絵の特徴です。 

 今回の地上絵はすべて丘の斜面に描かれています。パラカス後期の地上絵は、丘の斜面

に描かれることが多いので、この点からも今回の地上絵がパラカス後期のものだと考えら

れます。 

（４）地上絵の保護 

 これらの地上絵の付近には、現在、鉱山関係の作業場があります。今後、ナスカ市街地

が拡大するに伴い、地上絵が描かれた地区に、居住地や畑が広がる可能性があります。 

 地上絵を保護するとともに、地上絵と共存するためには、地上絵の分布域を確定すると

ともに、その存在が広く認知される必要があります。今後、こうした活動をペルー文化省

およびナスカ市当局と協力して実施する予定です。 

 

動物の地上絵（第 1グループの一部） 

 



 

動物の地上絵（第 2グループ） 

 

 

動物の地上絵（第 3グループ） 

 



 

動物の地上絵（第 4グループの一部） 

 

 

動物の地上絵（第 5グループ） 
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                                   平 成 2 7年 7月  7日                  

山 形 大 学 

世界初 

雷が落ちても壊れない複合材料用の電気が流れるプラスチック開発に成功 
 

山形大学が参加したJAXAオープンラボ公募制度における共同開発チーム（ＪＡＸＡ・東京大学・山形大学・三

菱樹脂・ＧＳＩクレオス）は、耐雷撃性と軽量性を両立させた航空機材料を実現し得る新しい複合材料用高導

電性樹脂の開発に世界で初めて成功した。山形大学 後藤晃哉博士・高橋辰宏教授らのグループが

開発した導電性複合体をベースに共同開発チームで開発された複合材料用高導電性樹脂を適用した

炭素繊維強化複合材料（ＣＦＲＰ）を製作し、模擬落雷試験を行った。その結果、汎用エポキシ樹脂から

なる炭素繊維強化複合材料には大きな損傷が見られたが、新しい導電性複合体を用いた炭素繊維強

化複合材料では損傷が大幅に低減できることが、世界で初めて実証された。 

 

１． 経緯 
近年、航空機にとって運行中の雷撃による損傷の影響は無視できないものとなり

つつある。一般的な航空機の構造材料としては、アルミニウムを主原料とした材料
（ジュラルミン）が用いられてきたが、軽量化のため、炭素繊維複合材料が幅広く
用いられ始めてきている。従来の炭素繊維強化複合材料は電気をとおしにくいエポ

キシ樹脂などがベース材料として用いられているため、運行中の被雷時の損傷を受
けることがある。航空機を運航中の被雷から防ぐために表面に金属製メッシュを適
用するなどの適切な防御措置が実用化されているが、航空機開発・製造コストの増
大や補修作業の煩雑さなどが問題となっている。ＪＡＸＡオープンラボ公募制度に
おける2011年から2014年の3年間の共同研究で、ＪＡＸＡ・東京大学・山形大学・三
菱樹脂・ＧＳＩクレオスのチームは、落雷時の耐損傷性に優れた炭素繊維複合材料
の開発に取り組んできた。 

 
２．概要  

 新しいベース材料として約１Ｓ／ｃｍの導電特性を有する世界初の熱硬化性（熱
をかけると固まる）導電性ポリアニリン複合体の開発に成功した。開発チームは、

ＪＡＸＡ（樹脂評価、耐雷性評価）・東京大学（研究統括・複合体評価）・山形大
学（ベース樹脂開発）・三菱樹脂（炭素繊維複合体作製）・ＧＳIクレオス（用途開
拓）で、それぞれ担当し進めてきた。複合材料への実用化にあたっては、製造性、
力学特性、耐熱性などの課題は残るが、複合材料の落雷時の破損を大幅に抑制しう
る新たな樹脂の開発に成功した。  

山形大学は有機材料分野での世界的な研究拠点化を進めている。その有機エレク
トロニクス関連材料の１つである導電性高分子を、輸送・エネルギーシステム（航
空機、自動車、風車等）の構造材料向けへの研究開発の展開もしてきている。本発
表はその成果の一環である。  

 

 

 

 

 

お問い合わせ先  
山形大学 有機材料システム研究推進本部 

副本部長 特命補佐 高橋辰宏 
電話： 0238-26-3585  または 090 7339 4650 



 

参考資料  

 

炭素繊維強化複合材料（ＣＦＲＰ）について 

 

 炭素繊維強化複合材料（ＣＦＲＰ）とは、炭素繊維と樹脂とを組み合わせた材料

であり、鉄よりも軽く、高強度であることから様々な用途に使われはじめている。

特に、飛行機や車などの材料を金属から炭素繊維強化複合材料に置き換えると、よ

り軽くできることから、燃費の大幅な向上、環境への負担軽減といった効果が期待

される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 炭素繊維強化複合材料の課題として、落雷による損傷がある。雷が落ちた場合、

金属のように電気を流す材料であれば、雷電流がそのまま流れる。一方、電気を流

しにくい炭素繊維強化複合材料の場合、適切な保護措置を取らないと、雷が落ちた

部分を中心に大電流による発熱が発生し、材料に部分的な損傷が発生する。課題解

決のために、樹脂を金属と同じような電気を流す性質のものに変えることが以前か

ら提案されていた。しかし、炭素繊維強化複合材料とするための樹脂の取り扱いや

すさと電気の流れやすさを両立することは困難であり、複合材料用の高導電性樹脂

の実現が急務となっていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

模擬雷撃試験条件 

 

 落雷を模擬したインパルス波形の大電流（瞬間的な大電流）を試験片に与えて、

雷撃後の損傷挙動の比較を行った。インパルス電流の最大値は40kAであり、これは、

日常に起こる平均的な雷（雷現象全体の50%程度）の強さである。 

 

模擬雷撃試験結果 

 

 模擬雷撃試験では、従来型の炭素繊維／エポキシ樹脂複合材料（一般産業用）と

新開発の炭素繊維強化複合材料では、明らかな違いが見られた。電気を流さない、

従来型の炭素繊維強化複合材料では、雷撃時に樹脂の分解、劣化に伴って炎があが

り、材料の落雷点を中心に大きな損傷が見られた。一方、新開発の電気を流す樹脂

を用いた炭素繊維強化複合材料では、雷撃時にも目立った変化はなく、雷撃後の材

料の剥離損傷が大幅に低減されていた。 

なお、実際の航空機では落雷時の破損を防ぐために表面に金属製メッシュを適用す

るなどの適切な防御措置がされており、かつ航空機用の高耐熱エポキシ樹脂が使用

されているため、雷撃損傷は大幅に低減されている。 

 

 

 

（一般産業用）  
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世界初
雷が落ちても壊れない複合材料用の
電気が流れるプラスチック開発に成功

山形大学
後藤晃哉 博士

従来の電気が流れないプラスチック

プラスチックを固める
液体液体液体液体

CFRP（電気が流れない）



電気が流れるプラスチック

プラスチックを固める
粉末粉末粉末粉末

CFRPを作ることができない

世界初 新開発した電気が流れるプラスチック

プラスチックを固める

CFRP（電気が流れる）

液体液体液体液体

分子レベルから設計した

「熱硬化型導電性ポリアニリン」
・粘度が低い液体（液体化）
・熱で固められる（熱硬化）



新開発した電気が流れるプラスチックの特長

世界初 新開発した電気が流れるプラスチックの特長

従来の従来の従来の従来の
電気が流れない電気が流れない電気が流れない電気が流れない
プラスチックプラスチックプラスチックプラスチック

電気が流れるプラスチック電気が流れるプラスチック電気が流れるプラスチック電気が流れるプラスチック

開発前 新開発品

電気が流れる × ○
○

（1 S/cm）

液体化 ○ × ○

熱による硬化 ○ × ○

雷撃試験後のCFRPの外観と電気的性質の比較

従来CFRP 新開発CFRP

・雷撃部分が大きく損傷

・電気が流れない
（LEDが光っていない）

・雷撃後も変化なし

・電気が流れる
（LEDが光っている）



参考、発表予定

JAXAオープンラボ【技術提案型】
「導電性樹脂を用いた複合材料の開発」（H23年～H27年）
http://aerospacebiz.jaxa.jp/jp/case/offer/cases/case_60.html

論文
Composites Science and Technology（掲載予定）

国際学会
20th International Conference on Composite Materials (ICCM20)

2015年7月19日～24日（発表予定）

特許
「熱硬化型導電性高分子組成物」

プレス発表概要

山形大学の後藤晃哉博士らは、JAXA、東京大学、
山形大学、三菱樹脂、GSIクレオスとの共同開発で、

従来固体粉末で加工ができない導電性高分子ポ
リアニリンを分子レベルから設計することで、「液体
化」と「熱による硬化」ができ、「高い導電性
（1S/cm）」を達成できる熱硬化型導電性ポリアニリ
ンを世界で初めて開発することに成功した。

さらに、この熱硬化型導電性ポリアニリンを用い
て作製したCFRPは、従来のCFRPに比べ大幅に落

雷時の損傷が低減されることを世界で初めて実証
した。
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                               平成２７年７月７日                 

山 形 大 学 

地域で活躍する学生サークル紹介 ～ラジオサークルＨＢＫ～ 

「地域創生」をビジョンの1つとする山形大学では、学生サークルが地域で

様々な活躍をしています。今回は、「ラジオサークルＨＢＫ」をご紹介します。 

    

【ラジオサークルＨＢＫとは？】 

山形大学ラジオサークルＨＢＫは、ＦＭラジオの生放送やインターネットラ

ジオの配信、地域における各種イベントでの司会等で活躍しています。 

 

設 立：平成20年（旧放送文化研究会から改名） 

部員数：34名（各学年10名程度） 

 

新入生歓迎フェスティバル・八峰祭（文化祭）の際は、特設ブースを設置し

て会場内で放送を行っているほか、一部ステージのPAも担当しています。 

最近では、6月20-21日開催の「日本一さくらんぼ祭り」で3名の学生が司

会を担当しました。なお、卒業生では放送関係の企業で活躍している方もいま

す。    

元代表の山口由理香さん（地域教育文化学部4年）は、「活動を通じて地域の

方々と関わっていく中で学ばせていただいている」、「SNSの普及でメールの

書き方を知らない者もいる。今後は後継者の育成が課題」と話しています。 

地域のみなさま、是非、「ラジオサークルHBK」に活躍の場をお与えくださ

い。 

ミキサー指導         生放送トーク         機械女子！ 

 

 
（お問い合わせ先） 

小白川キャンパス事務部学生課 

電話：０２３－６２８－４１２１ 
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                                                     山  形  大  学 

 

君の未来をつかみとれ！  

山形大学オープンキャンパス2015の開催 

 

 

山形大学を志望している受験生や、高校１・２年生、高校教員、保護者等 

の皆様を対象に「山形大学オープンキャンパス２０１５」を開催します。 

○８８８８月月月月    １１１１日（土）日（土）日（土）日（土）飯田キャンパス （医学部医学部医学部医学部）                   

○８月８月８月８月    １１１１日（日（日（日（土土土土））））小白川キャンパス（人文学部、地域教育文化学部、理学部人文学部、地域教育文化学部、理学部人文学部、地域教育文化学部、理学部人文学部、地域教育文化学部、理学部） 

○８月８月８月８月    ２２２２日（日（日（日（日日日日））））鶴岡キャンパス （農学部農学部農学部農学部） 

○８月８月８月８月    ７７７７日（日（日（日（金金金金））））米沢キャンパス （工学部工学部工学部工学部） 

 

 

山形大学のことをより詳しく知っていただくため、各学部（学科）概要説明や、模擬講義、

体験授業、相談コーナー等を行います。 

来場者には、山形大学オリジナルグッズを差し上げます。 

 

◆プログラム 

・各学部（学科）概要説明 ・施設、研究室見学 ・模擬講義、体験授業 

・なんでも相談コーナー ・在学生相談コーナー ・各種資料配付 等 

 

◆シャトルバス 

各キャンパス“最寄り駅”(山形駅、米沢駅、鶴岡駅)から無料シャトルバスを運行します。 

 

 ◆参加申し込み 

山形大学ホームページ及び携帯サイトにおいて、参加受付を開始しています。 

原則として予約制ですが、当日の参加も大歓迎。詳しくは、ホームページをご覧ください。 

 

（お問い合わせ） 

エンロールメント・マネジメント部ＥＭ企画課 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４０６２ 
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                                平 成 ２ ７ 年 ７ 月７日 

山 形 大 学             

 

第８回山形大学高校生朗読コンクール/群読劇の開催について 

山形大学特別プロジェクト「いま、言葉を東北の灯（ともしび）に」「いま、言葉を東北の灯（ともしび）に」「いま、言葉を東北の灯（ともしび）に」「いま、言葉を東北の灯（ともしび）に」の事業と

して、９月９月９月９月１３１３１３１３日（日）日（日）日（日）日（日）に、第第第第８８８８回山形大学高校生朗読コンクール回山形大学高校生朗読コンクール回山形大学高校生朗読コンクール回山形大学高校生朗読コンクールと群読劇「群読劇「群読劇「群読劇「ビビビビ

ルマの竪琴ルマの竪琴ルマの竪琴ルマの竪琴」」」」を開催します。 

◆◆◆◆概要概要概要概要    

    このプロジェクトは、平成２０年度に始めた「山形大学高校生朗読コンクール」と同

時に、群読劇を上演するという内容で、平成２４年度から開催しています。東北の未来

を考えるために、東北の人びとが中心となって東北の地で表現するという催しです。 

 

 日日日日    時時時時：９月１３日（日） １３時～１７時  

第一部：山形大学高校生朗読コンクール 

第二部：群読劇「ビルマの竪琴」 

場場場場    所所所所：山形市中央公民館多目的ホール（山形市七日町一丁目2番39号 アズ七日町6階） 

 

◆朗読コンクール朗読コンクール朗読コンクール朗読コンクール 

・東北６県の高校生を対象として６月３０日まで出場者を募集し、山形大学教員からな

る予選審査委員会が録音データを審査します。 

 ・予選を通過した１０名前後が、詩人で彫刻家であった高村光太郎の作品から、それぞ

れ異なる部分を朗読します。 

・本選では、上位３名を山形大学学長賞として表彰します。 

 

◆群読劇群読劇群読劇群読劇 

 ・今年度は、戦後７０年にちなみ、竹山道雄の名作「ビルマの竪琴」に基づいた群読劇

（集団での朗読を主体とした劇形式）を上演します。 

 ・群読劇「ビルマの竪琴」は、酒田市出身の演出家 佐藤正文氏が演出を担当、俳優の

磯部勉さん、女優の大西多摩恵さんの２名をお招きし、山形の一般市民と子どもたち、

山形大学の学生およそ４０名が一体となって舞台をつくります。 

 

 

 

 
（お問合せ先）（お問合せ先）（お問合せ先）（お問合せ先）    

エンロールメント・マネジメント部社会連携課 

  電話：023-628-4016 





※申込書にご記入頂いた個人情報は、この催しに関する事務処理のみに使用いたします。 

平成27年度 第８回山形大学高校生朗読コンクール/群読劇「ビルマの竪琴」  

入場申込書 

ふ り が な 

代表者氏名   

代表者住所 
〒         ―   

  

電話番号       ―       ―  FAX       ―       ―  

複数人でのお申込みの場合は、観覧希望者全員のお名前（ふりがな）を下記にご記入ください。 

申込み人数  同行者氏名（ふりがな）     

人       

山形大学特別プロジェクト「いま、言葉を東北の灯に」 

第8回山形大学高校生朗読コンクール～高村光太郎作品より～ 

群読劇「ビルマの竪琴」 

【出演者プロフィール】 

磯部 勉 （いそべ・つとむ） 
桐朋学園大学短期大学部を卒業後、劇団俳優座に入団。シェイクスピア作品を中心に多くの舞台に出演。俳優座以外に
も清水邦夫氏の木冬社や蜷川幸雄氏などの作品に参加。中島貞夫監督の映画『さらば、わが友 実録大物死刑囚たち』
（1980年公開）で主人公の死刑囚役を演じる。また昨年の『軍師官兵衛』をはじめNHK大河ドラマに多数出演。外国映画の
吹替えではハリソン・フォードやメル・ギブソン、ジョージ・クルーニーなどを担当する他、アニメの吹替え、ナレーションなど
も多数。 

大西 多摩恵 （おおにし・たまえ） 
仲代達矢氏の主宰する無名塾に１期生として入塾。『肝っ玉おっ母と子供たち』『リチャード三世』などに出演。2000年の退
団まで23年間在籍する。永井愛主宰の二兎社で『時の物置』『兄帰る』や、こまつ座『頭痛肩こり樋口一葉』、劇団東京
ヴォードヴィルショー『無頼の女房』、宮本亜門演出『金閣寺』など多くの作品に出演。『龍馬伝』（NHK）『相棒10』（EX系）な
どテレビドラマでも活躍。ＮＨＫの海外ドラマシリーズ『ダメージ』では主演のグレン・クローズの声を担当。 

佐藤 正文 （さとう・まさふみ） 
演技トレーナー、演出家、俳優。尚美学園大学芸術情報学部客員教授、日本大学藝術学部非常勤講師。 
桐朋学園大学演劇専攻科卒業。劇団俳優座、安部公房スタジオを経てフリー。俳優座劇場プロデュース、無名塾、地人会
などの公演に多数出演。1996年米国コロンビア大学の安部公房シンポジウムで演技術・安部公房システムを紹介。平成
26年度山形市舞台芸術セミナー「朗読講座」の講師を務める。大手芸能プロダクションで演技レッスンを担当、多数の俳優
を育成する。 

【演出・出演】 

山形大学高校生朗読コンクールは東北出身の作家の文章・東北を描いた作品を課題として取り上げ、将来の東北を担う若い
才能を発掘します。東北６県から応募して予選を突破した高校生たちが、福島県にゆかりのある詩人で彫刻家でもある高村光
太郎の作品を朗読します。また、群読劇「ビルマの竪琴」（原作：竹山道雄）では演出は酒田市出身の佐藤正文さん、出演者と
して磯部勉さん、大西多摩恵さんを招き、山形の子どもたち、一般市民の皆さん、山形大学学生とともに舞台を作り上げます。 

【朗読コンクール・群読劇について】 

○応募方法 
 入場申込書に、代表者氏名、代表者住所、電話番号、同行者氏名、合計人数(５名まで）をご記入の上、郵送・電話・FAX（EM 
 部社会連携課宛）・メールのいずれかからお申込みください。 申込み締切：平成27年9月9日(水) 
  ※電話によるお申込み・お問い合わせは、平日9時～17時にお願いいたします。  

【入場・応募方法】 入場には事前申込みが必要です（当日も入場を受付けます） 

○当日の受付方法 
 事前にお申込みの方はお名前を確認させていただきます。お申込みでない方は受付簿にご記名ください。 

   〈お申込み先〉 
     山形大学エンロールメント・マネジメント部社会連携課 〒990-8560 山形市小白川町1-4-12 
     Tel：023-628-4016  Fax：023-628-4491  E-mail：embml@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 
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                                  平成２７年７月７日                 

山 形 大 学 

 

「山形の魅力再発見パート「山形の魅力再発見パート「山形の魅力再発見パート「山形の魅力再発見パート13131313」を開催します」を開催します」を開催します」を開催します    

山形大学都市・地域学研究所、NPO法人「山形の魅力再発見プロジェクト」共催

で、公開講座「山形の魅力再発見パート１３」を全３日５講座開催いたします。 

 

・2015年9月5日（土）小白川キャンパス 人文学部１号館 

講座１ 「航空機産業の成長と地域における産業集積形成」 

山形大学都市・地域学研究所所員 准教授 山本 匡毅  

講座２ 「香道の魅力を語る」香道大枝流主宰 三品 隆昭 

 

・2015年9月19日（土）小白川キャンパス正門集合 

講座３ 社寺巡礼 山形市光明寺、山辺町安国寺 

山形大学都市・地域学研究所 所長 教授 松尾 剛次  

    ～安国寺でのお茶の振る舞い～ 裏千家 田中淑子先生 

 

・2015年10月3日（土）小白川キャンパス 理学部１号館 

講座４ 「山形方言の中の世界標準」 准教授 池田 光則  

講座５ 「井上ひさし『吉里吉里人』と方言意識」 

山形大学都市・地域学研究所 事務局長 准教授  中澤 信幸  

 

・定員30名 料金6,000円 

（お問合せ先）（お問合せ先）（お問合せ先）（お問合せ先）    

山形大学都市・地域学研究所山形大学都市・地域学研究所山形大学都市・地域学研究所山形大学都市・地域学研究所    太田太田太田太田    

電話電話電話電話    ０２３－６２８－４８７１０２３－６２８－４８７１０２３－６２８－４８７１０２３－６２８－４８７１    

人文学部松尾研究室人文学部松尾研究室人文学部松尾研究室人文学部松尾研究室    

電話電話電話電話    ０２３－６２８－４９１７０２３－６２８－４９１７０２３－６２８－４９１７０２３－６２８－４９１７    







 

 

 

プレス通知資料プレス通知資料プレス通知資料プレス通知資料               （概（概（概（概    要）要）要）要） 

                  

平成２７年７月７日 

山 形 大 学 

    

１１１１．．．．附属附属附属附属博物館博物館博物館博物館    リニューアル・オープン前のお蔵出しリニューアル・オープン前のお蔵出しリニューアル・オープン前のお蔵出しリニューアル・オープン前のお蔵出し    

山形大学附属博物館が所蔵する掛軸を学生目線の斬新な切り口で紹介します。 

会期：平成 27 年 7 月 11 日（土）～9月 13 日（日） 

会場：最上義光歴史館 開館時間 9:00-17:00 

詳細は別紙「通知資料」をご覧ください。 

    

２２２２．．．．第第第第30303030回山形紅花まつりを本学学生がサポー回山形紅花まつりを本学学生がサポー回山形紅花まつりを本学学生がサポー回山形紅花まつりを本学学生がサポートしますトしますトしますトします    

 来る 7月 11 日（土）～7月 12 日（日）に山形市高瀬地区で開催される「第 30 回山形紅花まつり」に、人文

学部山田浩久研究室、下平裕之研究室、山本匡毅研究室の学生およそ 15 名が山形県村山総合支庁による地域課

題実践活動モデル事業を契機とした学生活動の一環として参加し、活動のお手伝いを致します。 

  詳細は別紙「通知資料」をご覧ください。 

    

３３３３．．．．地域教育文化学部「地域教育文化学部「地域教育文化学部「地域教育文化学部「21212121世紀の教育の創造－ほめる・叱るに替わる教育と子育て－」を開催世紀の教育の創造－ほめる・叱るに替わる教育と子育て－」を開催世紀の教育の創造－ほめる・叱るに替わる教育と子育て－」を開催世紀の教育の創造－ほめる・叱るに替わる教育と子育て－」を開催    

◆日 時：８月２４日（月） 

９月 ３日（木）・１０日（木）・１７日（木）・２４日（木） 

     １８：００～２０：００ 

◆場 所：地域教育文化学部１号館１１４講義室 

◆対 象：一般市民（定員４０名） 

詳細は別紙「チラシ」をご覧ください。 

 

４４４４．．．．日本科学教育学会日本科学教育学会日本科学教育学会日本科学教育学会    第第第第39393939回年会（山形大会）を開催します回年会（山形大会）を開催します回年会（山形大会）を開催します回年会（山形大会）を開催します    

１．テーマ：学びの原点への回帰 －新時代に対応した科学教育研究－ 

２．日程：2015 年 8 月 21 日（金）～23 日（日）（3日間） 

３．会場：山形大学（小白川キャンパス） 基盤教育 1 号館 

４．主催：一般社団法人日本科学教育学会 

  後援：山形大学、山形大学地域教育文化学部、山形県教育委員会、山形市教育委員会 

詳細は別紙「通知資料」をご覧ください。 

 

５５５５．．．．ひらめき☆ときめきサイエンス「「有機ひらめき☆ときめきサイエンス「「有機ひらめき☆ときめきサイエンス「「有機ひらめき☆ときめきサイエンス「「有機ELELELEL」とはどんなものか、知っていますか？」」とはどんなものか、知っていますか？」」とはどんなものか、知っていますか？」」とはどんなものか、知っていますか？」    

開催日：2015年8月6日（木） 

対 象：中学生（18名）⇒定員まであとわずか 

申込締切：2015年7月17日（金） 

   詳細は別紙「チラシ」をご覧ください。 

 

６６６６．．．．ひらめき☆ときめきサイエンス「生物の多様性を考える」ひらめき☆ときめきサイエンス「生物の多様性を考える」ひらめき☆ときめきサイエンス「生物の多様性を考える」ひらめき☆ときめきサイエンス「生物の多様性を考える」    

開催日：2015年9月15日（土） 

対 象：高校生（20名） 

申込締切：2015年8月28日（金） 

   詳細は別紙「チラシ」をご覧ください。 



 

 

７７７７．．．．山形大学農学部夏期セミナー２０１５山形大学農学部夏期セミナー２０１５山形大学農学部夏期セミナー２０１５山形大学農学部夏期セミナー２０１５    

夏期セミナーとは？ 

 「食料系コース」・「生命系コース」・「環境系コース」に分かれ、実験やフィールドワークを通して、各分野

に関する先端の研究を直接体験できる、高校生対象のセミナー（各コース定員10名） 

開催日：2015年8月3日（月）9:00-12:30 

申込締切：2015年7月21日（火） 

   詳細は別紙「チラシ」をご覧ください。 

 

８８８８．．．．「松尾雅彦氏講演会」開催案内「松尾雅彦氏講演会」開催案内「松尾雅彦氏講演会」開催案内「松尾雅彦氏講演会」開催案内    

開催日：2015年7月17日（金）16:20-17:30 

会 場：山形大学農学部3号館301講義室 

申込締切：2015年7月13日（月） 

   詳細は別紙「チラシ」をご覧ください。 

 

９９９９．．．．夏休み夏休み夏休み夏休み    算数・数学教室開催案内算数・数学教室開催案内算数・数学教室開催案内算数・数学教室開催案内    

自由研究を算数・数学でやってみませんか？ 

日時：2015年7月24日10時から14時 

場所：悠創の丘（悠創館 山形市上桜田366番地） 

対象：小学校3学年以上の小・中学校のお子さんとその保護者 

主催：山形大学 数学教育研究センター（MERC） 

申込方法その他の詳細は別紙「チラシ」をご覧ください。 

 

 

 

 

以上 
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平成２７年７月７日                 

山 形 大 学 

リニューアル・オープン前のお蔵出し 

山形大学附属博物館が所蔵する掛軸を学生目線の斬新な切り口で紹介します 

 

１．主  催  山形大学附属博物館 

公益財団法人山形市文化振興事業団（最上義光歴史館） 

 

２．会  期  平成27年7月11日(土)～平成27年9月13日(日) 

休館日 毎週月曜日(国民の祝日と重なる場合はその翌日) 

 

３．会  場  最上義光歴史館 

〒990‐0046山形市大手町1-53 

TEL 023-625-7101  http://mogamiyoshiaki.jp/ 

開館時間 9時～17時(※入館受付は16時30分) 

入館料 無料 

 

４．趣  旨 

平成26年度にご好評をいただいた共同特別展の第二弾です。

博物館実習を履修する学生がこれまで学んできたことをも

とにして、附属博物館が長年収集し保管してきた貴重な資料

の新たな魅力を引き出す展示を試みます。 

 

５．そ の 他  山形大学附属博物館は 

11月２7日（金）にリニューアル・オープンします 

 

 

 

 

 

（お問合せ先）（お問合せ先）（お問合せ先）（お問合せ先）    

    山形大学附属博物館山形大学附属博物館山形大学附属博物館山形大学附属博物館    

    佐藤佐藤佐藤佐藤    

電話電話電話電話    628628628628----4930493049304930 
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平成２７年７月７日 

山 形 大 学  

    

第第第第30303030回山形紅花まつりを本学学生がサポートします回山形紅花まつりを本学学生がサポートします回山形紅花まつりを本学学生がサポートします回山形紅花まつりを本学学生がサポートします    

来る7月11日（土）～7月12日（日）に山形市高瀬地区で開催される「第30回

山形紅花まつり」に、人文学部山田浩久研究室、下平裕之研究室、山本匡毅研究

室の学生およそ15名が山形県村山総合支庁による地域課題実践活動モデル事業を

契機とした学生活動の一環として参加し、活動のお手伝いを致します。 

 

 

【第【第【第【第30303030回山形紅花まつりの概要】回山形紅花まつりの概要】回山形紅花まつりの概要】回山形紅花まつりの概要】    

 

■日時：平成27年7月11日（日）～7月12日（日）10:00～ 

 

■会場：高瀬紅花ふれあいセンター（山形市高瀬コミュニティセンター） 

山 形 市 大 字 下 東 山 1360 

 

■主催：山形紅花まつり実行委員会 

 

■主な行事： 

 紅花プレゼント（先着300人）、高瀬紅花音  

頭・研究発表、紅花染め体験等 

 

■本学学生の活動 

 紅花まつり実行委員会への参加（４名） 

 アナウンス，屋台販売，イベント（紅花摘み    

体験，乗馬体験等）の補助（約15名） 

 

※詳細は山形紅花まつりのweb（http://www.yamagata-community. jp/~takase/maturi .html） 

をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

（お問合せ先）（お問合せ先）（お問合せ先）（お問合せ先）    

学術研究院・教授学術研究院・教授学術研究院・教授学術研究院・教授    山田浩久山田浩久山田浩久山田浩久    

電話：電話：電話：電話：023023023023----628628628628----4246424642464246    

Mail: Mail: Mail: Mail: hyamada@human.kj.yamagata-u.ac.jp    
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平 成 ２ ７ 年 ７ 月 ７ 日                 

山 形 大 学 

日本科学教育学会日本科学教育学会日本科学教育学会日本科学教育学会    第第第第39393939回年会回年会回年会回年会（山形大会）（山形大会）（山形大会）（山形大会）    開催開催開催開催    

日本科学教育学会第39回年会（山形大会）が、8月21日（金）～8月23日（日）

の3日間、山形大学小白川キャンパスにて開催されます。山形大学での年会開催

は32年ぶりです。年会では、最新の科学教育研究の知見や研究動向を把握する

ことができます。 

日本科学教育学会第３９回年会 

１．テーマ：学びの原点への回帰 －新時代に対応した科学教育研究－ 

２．日程：2015年8月21日（金）～23日（日）（3日間） 

３．会場：山形大学（小白川キャンパス） 基盤教育1号館 

      （〒990-8560 山形県山形市小白川町1-4-12）  

４．主催：一般社団法人日本科学教育学会 

   後援：山形大学、山形大学地域教育文化学部 

山形県教育委員会、山形市教育委員会 

５．内容：次の内容を予定しています。 

   ＜研究発表＞約200件 

＜講演＞ 

・ピア・インストラクション型授業とその定量的分析 

 新田英雄(東京学芸大学) 

＜シンポジウム＞ 

   ・イノベーティブ人材育成を実現する科学教育 

    登壇者：磯崎哲夫（広島大学）熊倉啓之（静岡大学）隅田学（愛媛大学） 

     指定討論者：木村捨雄（鳴門教育大学名誉教授） 

6．主な参加者： 

   科学と教育の関係に興味を持たれる研究者，学校で理科，算数，数学，技

術家庭科にかかわる先生，それらの教科での子どもの認知発達や学習に興味

を持つ研究者，学校教育のICT化に関心のある先生など。 

７．参加費：5000円～（一般会員） 

 

 詳しい情報は、学会HPをご覧下さい。 

  http://www.jsse.jp/jsseam/modules/note8/index.php?id=1 

 

 

 

 

（お問合せ先）（お問合せ先）（お問合せ先）（お問合せ先）    

    山形大学山形大学山形大学山形大学    地域教育文化学部地域教育文化学部地域教育文化学部地域教育文化学部    

    担当：鈴木宏昭担当：鈴木宏昭担当：鈴木宏昭担当：鈴木宏昭（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

電話：電話：電話：電話：023023023023----628628628628----4427442744274427    









山形大学農学部山形大学農学部山形大学農学部山形大学農学部

夏期セミナー夏期セミナー夏期セミナー夏期セミナー2015 8/3（（（（月月月月））））
9：00～12：30

8：30～開講式

◆◆◆◆夏期セミナーと夏期セミナーと夏期セミナーと夏期セミナーとは！？は！？は！？は！？

◆タイムスケジュール◆タイムスケジュール◆タイムスケジュール◆タイムスケジュール

「食料系コース」「食料系コース」「食料系コース」「食料系コース」・「生命系コース」「生命系コース」「生命系コース」「生命系コース」・「環境系コース」「環境系コース」「環境系コース」「環境系コース」に分かれ、

実験やフィールドワークを通して、各分野に関する先端の研究を

直接体験できる、高校生対象のセミナーです。【【【【各コース定員各コース定員各コース定員各コース定員10101010名名名名】】】】

食料系コース 生命系コース 環境系コース

【フィールドワーク】

鶴岡鶴岡鶴岡鶴岡城下町城下町城下町城下町探検探検探検探検

食農環境マネジメント学コース教授

岩鼻 通明

キャンパス内で説明の後、致道博

物館・藤沢周平記念館などを見学し

ます。城下町・鶴岡の歴史と文化を

知り、鶴岡の魅力を発見しましょう。

持ち物

マイボトルなど水分補給できる

もの

服装

歩きやすい服装と靴

【実験】

「香り」の正体「香り」の正体「香り」の正体「香り」の正体

—有機分子の構造有機分子の構造有機分子の構造有機分子の構造をををを

見て見て見て見てみようみようみようみようーーーー

食品・応用生命科学コース教授

塩野 義人

キャンパス内の実験室で行います。

普段は鼻で感じ取る「香り」ですが、

今回は実験で香りの成分を取り出し、

その正体を明らかにします。

持ち物

筆記用具

服装

多少汚れても構わない服装

【フィールドワーク】

山里の脅威山里の脅威山里の脅威山里の脅威

大規模地すべりと大規模地すべりと大規模地すべりと大規模地すべりと

地下地下地下地下100メートルでメートルでメートルでメートルで闘う闘う闘う闘う

水土環境科学コース教授

奥山 武彦

地すべりの原因について説明の後、

バスで大網地区に移動します。大日坊

跡地や建設中の地すべり対策トンネル

を見学して防災について考えます。

持ち物

タオル、筆記用具

服装

多少汚れても良い動きやすい服装

（スカート不可）、運動靴

◆8：30～8：50 開講式

◆9：00～12：00 3コースに分かれて実験やフィールドワークを行います

◆12：00～12：30 閉講式

夏期セミナー夏期セミナー夏期セミナー夏期セミナー2014

①FAXでのお申込み

【【【【夏期セミナー受講申込用紙夏期セミナー受講申込用紙夏期セミナー受講申込用紙夏期セミナー受講申込用紙】】】】

に必要事項を記入いただき、

山形大学農学部学務担当FAX

（0235-28-2814）までお送り
ください。

②Eメールでのお申込み

以下の必要事項を記載いただき、山形大学農学部学務担当Eメール

アドレス（nogaku@jm.kj.yamagata-u.ac.jp）までお送りください。
なお、Eメールのタイトルは「夏期セミナー申込み夏期セミナー申込み夏期セミナー申込み夏期セミナー申込み」としてください。

＊必要事項＊＊必要事項＊＊必要事項＊＊必要事項＊

①受講者氏名①受講者氏名①受講者氏名①受講者氏名 ②カナ氏名②カナ氏名②カナ氏名②カナ氏名 ③性別③性別③性別③性別 ④住所④住所④住所④住所 ⑤高校名・学年⑤高校名・学年⑤高校名・学年⑤高校名・学年

⑥電話番号⑥電話番号⑥電話番号⑥電話番号 ⑦希望コース名（第⑦希望コース名（第⑦希望コース名（第⑦希望コース名（第2、、、、第第第第3希望がある場合は記載希望がある場合は記載希望がある場合は記載希望がある場合は記載

してください）してください）してください）してください）

◆お申し込み方法は２通り！◆お申し込み方法は２通り！◆お申し込み方法は２通り！◆お申し込み方法は２通り！ ※※※※事前事前事前事前予約予約予約予約が必要です！が必要です！が必要です！が必要です！



【夏期セミナー受講申込用紙】【夏期セミナー受講申込用紙】【夏期セミナー受講申込用紙】【夏期セミナー受講申込用紙】    

 

食料系コース、生命系コース、環境系コースから 1 つ選んでください。 

第 2 希望及び第 3 希望のコースがある場合は、順番に記入してください。 

定員は各コース 10 人で、受付は先着順とします。 

 

 

希望コース名：                         

 

 

 

フ リ ガ ナ ：                             

 

受講者氏名：                    性別：       

 

住所：                                 

 

高校名：                      学年：       

 

電話：                    

 

E-mail：                                

 

その他（セミナーの内容について、質問・要望等ございましたら何でもご記入ください） 

 

 

 

 

申込締切：7 月 21 日（火）（必着） 

 

申込用紙提出先： 

〒997-8555 鶴岡市若葉町 1-23  

山形大学農学部学務担当夏期セミナー係 

E メールアドレス nogaku@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 

電話番号 0235-28-2808 ファックス番号 0235-28-2814 



TEL: 0235-28-2911   FAX: 0235-28-2812
E-mail: nosenken@jm.kj.yamagata-u.ac.jp

松尾松尾松尾松尾 雅彦雅彦雅彦雅彦氏氏氏氏 講演会講演会講演会講演会

山形大学農学部企画広報室お申し込み・
お問い合わせ先

2015201520152015 7/177/177/177/17

カルビー株式会社カルビー株式会社カルビー株式会社カルビー株式会社 元社長（現相談役）元社長（現相談役）元社長（現相談役）元社長（現相談役）

参加
無料

まつまつまつまつ おおおお まさまさまさまさ ひこひこひこひこ

開演/ 16：20〜17：30
会場/ 山形大学農学部

3号館3階301講義室
(鶴岡市若葉町1-23)

●お申し込み締切/ 7月13日（月）

金金金金

【【【【松尾松尾松尾松尾 雅彦雅彦雅彦雅彦】】】】（（（（まつおまつおまつおまつお まさひこまさひこまさひこまさひこ））））
1941年 広島市に生まれる
1965年 慶応義塾大学法学部卒業
1967年 カルビー株式会社入社
1992年 同社社長就任
2006年 同社相談役
・NPO法人「日本で最も美しい村」連合副会長
・新品種産業化研究会（JATAFF内）会長
・スマート・テロワール協会会長
・著書に『スマート・テロワール 農村消滅論
からの大転換』（学芸出版社）

【【【【松尾松尾松尾松尾 雅彦雅彦雅彦雅彦】】】】（（（（まつおまつおまつおまつお まさひこまさひこまさひこまさひこ））））
1941年 広島市に生まれる
1965年 慶応義塾大学法学部卒業
1967年 カルビー株式会社入社
1992年 同社社長就任
2006年 同社相談役
・NPO法人「日本で最も美しい村」連合副会長
・新品種産業化研究会（JATAFF内）会長
・スマート・テロワール協会会長
・著書に『スマート・テロワール 農村消滅論
からの大転換』（学芸出版社）

お申し込みが必要です。

主催 山形大学農学部



自由研究を算数・数学でやってみませんか？

日時 : 2015年7月24日 10時から14時

場所 : 悠創の丘 （悠創館 山形県山形市上桜田366番地）

対象 :小学校3年生以上の小・中学生のお子さんとその保護者

主催 :山形大学 数学教育研究センター (MERC)

申込：waki@sci.kj.yamagata-u.ac.jp （裏面参照）



 電子メールで、「waki@sci.kj.yamagata-u.ac.jp」までご連絡ください。

 電子メールには、下記の内容を記載してください。
(a) 参加されるお子様のお名前と学校名と学年
(b) 保護者様のお名前
(c) 連絡用の電子メールアドレス

 ７月上旬に、参加する際にご準備頂くものを電子メールでお知らせします。

 参加費は無料ですが、イベント保険の代金１人５０円を当日集めますので、
お釣りの無い形でご用意ください。

 参加者定員は先着２０組で、定員になり次第締めきります。

 缶詰を使った算数・数学実習 ( 10:00 – 10:40 )

 数学オブジェの制作 ( 10:50 – 12:20 ) 

 午後１時からは、算数・数学の質問に何でも答える相談会を実施します。
晴天の場合は、野外イベントも計画中です。

 昼食は、各自でご持参ください。午後以降は自由解散です。


